
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒と向き合う時間 

校長 髙橋 利明 

 中学生の１日の生活時間は、学校で生活する

時間が最も長くなっています。就寝時間よりも

長い時間を、友だちや教員と一緒に過ごしてい

ます。学校生活が「元気で楽しく」なければな

らない理由がそこにあります。毎日のことなの

で、それほど真剣には考えずに当たり前のよう

に過ごしてしまいますが、中学生にとっては、

だれが近くにいるのか、友だち関係が良好か、

居場所があるかが、元気で楽しく過ごせる一つ

の要素になります。 

 長い時間、学校にいるのだから、担任は常に

生徒と向かい合っているのだろうと思われが

ちですが、小学校と異なり教科担任制では、担

任がクラスのすべての生徒と話をするという

ことさえ難しい現状です。授業で向き合う時間

は、クラス全体と教員という状況になり、朝の

会で気になる表情をしていた生徒と話をする

のも簡単ではありません。 

 １１月に教育相談週間を設け、面談を実施す

る予定です。様々な事をお聞きする中で「より

生徒を知る」よい機会にしたいと思います。ま 

 

た、「生徒と向き合う」という基本的なことを大

切にして、残り約１か月半の２学期を締めくく

りたいと思います。 

 

体調管理の基礎・基本の徹底を 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の第

７波の脅威の次には、新たな変異株の感染拡大

が懸念されていますが、インフルエンザ流行の

時期もそろそろです。中学生ともなれば、体調

の管理は基本的には自己管理です。もちろん、

すべてが本人の責任であるとは言いません。本

人がいくら努力しても、どうにもならない場合

もあります。しかし、ほとんどの場合は本人管

理、自らの努力により、未然に防ぐことができ

るのではないかと思います。例えば、体調を崩

す大きな原因の一つとして、睡眠不足があげら

れます。このことを解決するのは、さほど難し

いことではありませんが、誘惑に負けず、自分

の強い意志で睡眠時間を確保すること、それが

自己管理というものです。保護者の皆さまから

もご指導の程よろしくお願いいたします。 
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